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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 学校法人青山学院 大学名 青山学院大学 

研究プロジェクト名 細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 膜界面は、様々な異質な分子がダイナミックに相互作用するいわば“渚である”。水、タンパク質、脂質な

ど関与する生体分子は水素結合する親水基と疎水性領域を非等方に持ち、膜が形成する異質界面で不

均一な立体位置特異的な相互作用をする。もっと広く見たとき生物は異質界面を通じて特異的認識して

様々な現象を引き起こす。実際に同じ基本構造を持ちながら水素結合供与基と受容基の位置の違いだけ

で水への溶解性など極めて基本的な物性まで、また、分子混み合い効果（クラウディング効果）によるタン

パク質構造変化、ナノスペースでの脂質長に依存した膜運動性の変化など、従来の予想を超えた立体構

造依存的な特異的認識現象が多く報告されており、これらが In vitro よりも多様で桁違いに効率良い生命

現象（シグナル伝達や応答そしてそれを支える生体反応など）を生み出す原因になっている。 

 現時点では、これらの現象理解と理論的予測は極めて困難である。 本プロジェクトは、分子−細胞−個

体という異なる階層ごとに生命現象の本質である異質界面現象を理解して分子の溶解性、タンパク質、細

胞、そして個体の異なる階層での特異認識の違い実用可能な現象の観測、そして予測・制御へつなげ、

機能デザインを可能とする研究基盤を形成することを目的とする。 (1)脂質の水がある中でのタンパク質

の認識機構を可視化して異質界面現を原子レベルでの解析、(2)モデル真核生物での膜組成変化と膜タ

ンパク質機能の関連性理解、(3)計算による細胞膜表面の超分子モデル作成、（4）細胞・個体レベルでの

生体膜への物理・生理的分子の刺激応答現象の理解、(5)人工膜と新規蛍光プローブの作成による膜異

質界面環境評価システムの構築からなる。目的達成のため、「もの」と「方法」を提供/交換することで分野の

異なる研究者が「異質界面研究分野」の共同研究を実施する有機的に連携する。このような環境のもと、

新たな若手研究者のプレゼン機会の創設、異分野の研究者とのディスカッションや On the job training に

より、広い視野と確実なスキルを身につけ、研究領域の壁や基礎応用の「死の谷」を越えられる若手研究者

を養成を新たな一つの柱とする。選定時の留意事項と、ＣＡＴ中間成果発表会、中間評価(2016.3.4 開催)

をふまえて、より具体的にした。 

 本プロジェクトは、異質界面における特異現象という新しい視点を導入することで生命現象の物理と化学による

根源的理解とその制御、デザインのコンセプトを生み出すことに特色があり、新たな学問、産業のフロンティアを

持続的に支える研究拠点に成り得る事からその意義は大きい。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

K+-Cl-共輸送体KCC2が、ラットでは抑制性ニューロン発達に重要で、ゼブラフィッシュで運動反射異常の

原因と特定され、さらにヒトでは脊髄性筋萎縮症と小児てんかんの原因遺伝子であると新規に確定した。さ

らには、環境適応が異質界面上での受容体動態によることを見出した。 

界面における希土類錯体の新規発光体のひとつとして、一般に困難と言われる3価のEuイオンを2価に還

元でき安定化させられる系を新たに創成した。 

人口ナノポア付近の物理的環境の理解が深まった。特に電気浸透流を定量的に実験と数値解析により見

積もった。 

酵母のロイシン輸送体とされてきたBap2が、基質としてフェニルアラニンを最も効率良く取り込み、薬剤吸収

評価で使われるlogPでアミノ酸種類の特異性の違いをすべて説明できた。  

β-ラクタマーゼ OXA-58 の疎水性クレフトカルバペネム複合体結晶構造から薬剤耐性機構の可視化し

た。 
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平成２５年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  学校法人青山学院     ２ 大学名   青山学院大学              

 

３ 研究組織名  理工学部附置先端技術研究開発センター  

 

４ プロジェクト所在地  神奈川県相模原市中央区淵野辺 5-10-1   

 

５ 研究プロジェクト名  細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成  

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究  

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

宮野 雅司 理工学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  １２ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

宮野 雅司 理工学部・教授 

膜タンパク質の疎水･親水界

面における構造と相互作用

と機能発現 

全体の統括、原子レベルの理解：タン

パク質表面と結合分子間異質界面の

水を含めた可視化。 

阿部 文快 理工学部・教授 
細胞膜脂質と膜タンパク質

分子間の相互作用解析 

細胞膜内での理解：膜タンパク質の細

胞内異質界面への運搬制御。 

諏訪 牧子 理工学部・教授 
細胞表面のビジュアルプロ

テオミクスを実現する計算解

析技術開発 

現象解釈と予測：異質界面複合体とし

て生体膜の構造予測。 

三井 敏之 理工学部・教授 
生きた細胞での膜機能を制

御する機構解明 

生細胞膜応答：単一細胞の異質界面と

しての膜刺激による応答と制御。 

田代 朋子 理工学部・教授 (2013.4-2015.3) 
組織間信号伝達：複数の異質細胞間の

異質界面を介した情報物質伝達。 

平田 普三 理工学部・教授 (2015.4—    ) 
運動シナプスの異界面を介した情報伝

達連関分子と行動異常 

長谷川 美貴 理工学部・教授 
固液界面における希土類錯

体の自己集積と光機能創成 

膜プローブの開発評価：膜異質界面で

特異発光する分子を創る。 

（共同研究機関等）    
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生きた細胞での膜機能

を制御する機構解明 
理工学部・教授 田代 朋子 

複数の異質細胞間の異

質界面を介した情報物

質伝達 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

国立遺伝学研究所新

分野創造センター・准

教授 

理工学部・教授 平田 普三 
運動シナプスの異界面

を介した情報伝達連関

分子と行動異常 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
 膜界面は、様々な異質な分子がダイナミックに相互作用するいわば“渚である”。水、タンパク質、脂質な

ど関与する生体分子は水素結合する親水基と疎水性領域を非等方に持ち、膜が形成する異質界面で不

均一な立体位置特異的な相互作用をする。もっと広く見たとき生物は異質界面を通じて特異的認識して

様々な現象を引き起こす。実際に同じ基本構造を持ちながら水素結合供与基と受容基の位置の違いだけ

で水への溶解性など極めて基本的な物性まで、また、分子混み合い効果（クラウディング効果）によるタンパ

ク質構造変化、ナノスペースでの脂質長に依存した膜運動性の変化など、従来の予想を超えた立体構造

依存的な特異的認識現象が多く報告されており、これらが In vitro よりも多様で桁違いに効率良い生命現

象（シグナル伝達や応答そしてそれを支える生体反応など）を生み出す原因になっている。 

 現時点では、これらの現象理解と理論的予測は極めて困難である。 本プロジェクトは、分子−細胞−個

体という異なる階層ごとに生命現象の本質である異質界面現象を理解して分子の溶解性、タンパク質、細

胞、そして個体の異なる階層での特異認識の違い実用可能な現象の観測、そして予測・制御へつなげ、

機能デザインを可能とする研究基盤を形成することを目的とする。 (1)脂質の水がある中でのタンパク質

の認識機構を可視化して異質界面現を原子レベルでの解析、(2)モデル真核生物での膜組成変化と膜タン

パク質機能の関連性理解、(3)計算による細胞膜表面の超分子モデル作成、（4）細胞・個体レベルでの生

体膜への物理・生理的分子の刺激応答現象の理解、(5)人工膜と新規蛍光プローブの作成による膜異質界

面環境評価システムの構築からなる。目的達成のため、「もの」と「方法」を提供/交換することで分野の異な

る研究者が「異質界面研究分野」の共同研究を実施する有機的に連携する。このような環境のもと、新たな

若手研究者のプレゼン機会の創設、異分野の研究者とのディスカッションや On the job training により、広

い視野と確実なスキルを身につけ、研究領域の壁や基礎応用の「死の谷」を越えられる若手研究者を養成

を新たな一つの柱とする。選定時の留意事項と、ＣＡＴ中間成果発表会、中間評価(2016.3.4 開催)をふまえ

て、より具体的にした。 

（２）研究組織 
 生体・生命における「異質界面現象」の多様で特異的現象の統合的理解をめざして、宮野雅司が全体の

統括をするとともに、助教の齊野廣道とともに原子レベルで「異質界面」の理解を進めるべく、結晶構造解

析を主要な武器にしながら小数の水素結合と疎水相互作用の造り出すタンパク質の高い特異的認識機構

を、水分子を含めた相互作用の統合として理解をする。阿部文快は助教の上村聡志、助手の望月貴博とと

もに、生きた細胞の中の膜の中で膜タンパク質の動態とその制御を酵母という標準的なモデル生物を使っ

て明らかにする。諏訪牧子は助教の池田修己とともに、生体膜系のなかで複合的な膜タンパク質の分布と

動態を理解出きるような解析システムを開発して、自然な膜系での膜タンパク質分布と相互作用理解の基

盤となす。生きた状態での細胞あるいは細胞の塊、さらには組織の中で膜で隔絶された細胞間の情報の

伝達と応答の分子論的理解をめざす。三井敏之は助教の石田研太郎とともに、ナノポア膜製造・解析技術

を使って物理的刺激に対する培養細胞の応答を、心筋などの細胞塊での物理刺激応答を明らかにして，

細胞・細胞塊の環境変化への反応と適合を調べる。田代朋子（平成２７年３月まで）は助手の澤野恵理香と

ともに、個体レベルでの異質界面の意味理解に向けて、マウス脳での両親媒性ホルモンチロキサンの運

搬と代謝そして行動への影響を脳部位内での分子論的理解を進める。プロジェクトの関連テーマを分担し

た大学院生（20 名程度）が研究教育の一環として担当している。平成２７年４月から田代朋子の後任となっ

た平田普三は、助教の荻野一豊とともに、より個体レベルでのリーバスジェネティクスのやりやすいゼブラフ

ィッシュを材料に個体の運動・行動の環境適応システムの分子論的理解をすすめ、人の遺伝疾患モデル

へと展開する。そして、新たな異質界面を観察できるようなプローブ開発を長谷川美貴が助教の石井あゆ

みとともに、これまでなかった水溶性さらには膜内で発光するような希土類発光素子の開発と評価をする。

広範な分野にまたがるプロジェクトであるので，研究者と現在関わる１４名の院生に向けて、毎年、それぞれ

の立場と視点から「異質界面」理解に向けたミニシンポ・ワークショップなど小研究会議を、グループごとが

幹事持ち回りで、外部講師複数名を招き、｢異質界面｣のベクトルを合わせるために、毎年企画実施する。 

（３）研究施設・設備等 
等温滴定型カロリメーター（240ｈ）             冷却超遠心機（340ｈ） 

RT-PＣＲシステム（240ｈ）                   迅速タンパク質精製装置（420ｈ） 

走査型プローブ顕微鏡 SPM-9700（500ｈ）        コンフォーカル蛍光顕微鏡（４00ｈ）   

ガスクロマトグラフィーシステム（480ｈ）           紫外可視赤外分光光度計（１200ｈ） 
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ＤＮＡシーケンス装置（2400ｈ）                     高度分子分光測定システム（600ｈ） 

シンチレーションカウンター（480ｈ）             

研究施設の面積及び使用者数：1,606 ㎡ 51 名   *（）は年間の利用時間数 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
 炎症性脂質メディエーター研究の一環としてで、炎症初期に働くＧＰＣＲ LTB4 受容体構造機能研究の

ため、膜タンパク質ＢＬＴ１の 7 回幕貫通ヘリックスのキャッピング変異により大量可溶化精製試料で４℃

熱安定化でき、この結果、予備的結晶も得た（*1）。慢性炎症の標的膜酵素である LTC4 合成酵素の阻

害剤そして、基質･反応生成物 LTC4類似阻害剤とＳＤＢＢの結果のまとめ(IUCr2014)、さらに、モノクロー

ン特異抗体 mAbPGE2, mAbLTC4の構造と代表的脂肪酸メディエーター結合の熱解析により高機能化を

目指した短鎖抗体 scFv の作出と変異体研究の機能研究では、病態モデルでの有効性(*2)、さらに特異

性改変に成功した（論文準備中）。また、多剤耐性に関与するクラス Dβ−ラクタマーゼ OXA-58 は、N

末を短縮して結晶改良して構造解析、アーチ形成する疎水的基質結合部位の可視化し（*3）、２種の反

応中間体複合体解析に成功、計算による反応機構の解明を進めた（論文準備中）。また、紅茶やウーロ

ン茶葉の香気テルペンなど疎水性アグリコンを遊離する 2 単糖認識グルコシダーゼ β-プリメベロシダー

ゼの基質類似阻害剤複合体結晶構造から基質認識の初めて 2 単糖のみを特異結合して認識する構造

基盤を明らかにした（＊4）。真核光合成生物由来の水分解PSIIタンパク質超分子には、原核生物にはな

いサブユニットと新たな膜貫通ヘリックスがさらに二本あることを、結晶構造解析で明らかにした（＊5）。 

 膜異質界面での膜タンパク質の分子制御理解を進めている阿部文快グループは、出芽酵母のトリプトファ

ン輸送体 Tat1 は K29 と K31 が Rsp5 依存的にユビキチン化される（*6）、およびセラミドの OH 基が細胞膜

内での Tat1 の側方拡散性を維持するために重要である（*７）。また、Tat2 において基質輸送に重要な 15

個のアミノ酸残基を膜貫通領域に見いだし（*8）。ロイシン輸送体 Bap2 では相同部位のうち 7 個のアミノ酸

残基が輸送に重要で、基質認識はアミノ酸側鎖の構造よりも、水−オクタノール分配係数（logP 値）に強く相

関する（*9）。より油っぽく疎水的なアミノ酸ほど Bap2 の基質ポケットに入りやすい。Tat2 と総アミノ酸輸送体

Gap1 のキメラタンパク質は小胞体に蓄積し小胞体ストレスを引き起こすことを明らかにした（*10）。Tat2 では

界面活性剤 OG で可溶化できしたが、Tat1 と Bap2 は出来なかった。Ptr2 については、基質結合やゲート

機能に重要と考えられる 14 個のアミノ酸残基を見いだし、N 末端の K16, K27 および K34 が Rsp5 によりユ

ビキチン化され、基質結合出来ない Ptr2 変異体は、野生型と比べ急速に分解された(*11)。 

 諏訪牧子グループは、急速に進展した氷包埋による単分子電子顕微鏡により機能するタンパク質を視覚

化地図の作成を目指し、膜タンパク質の情報を一元管理する総合データベース(DB) で膜平面投影像（実

構造断層画像）を生成し、859 エントリー (2,216 ペプチド鎖) した立体構造の特徴量をデータベース化し

た。構築 DB で膜タンパク質構造・機能推定アルゴリズム開発している。分類性能を純度とエントロピーの指

標評価から、最近隣法が純度：0.95、エントロピー：0.046 となり最も良好であった。実構造断層画像をぼか

した ASA 画像を用いて類似度を改善、分子動力学計算による構造特徴量の動的振れが無視できない。膜

タンパク質構造は２％しかないので、既知構造膜タンパク質を学習セットとし、主鎖の流れ（フォールド）が同

じグループに属するか異なるか判別した結果、確実な同一フォールドである膜タンパク質ペアとするには、

配列類似性が 20％以上、RMSD で 4Å 以下が閾値となった。 

 三井敏之グループは物理的人工膜上ポア付近における物理的環境が数値解析と実験結果との併用によ

り理解できることを示した。electroosmotic flow を定量的に見積もった（＊12）。物理刺激の生体膜へ与える

影響を観測した。心筋細胞の自律拍動と外的刺激の相関を観測した（＊13）。非侵襲で細胞の分化をラマ

ン顕微鏡で早期発見ができることを確認した(*14)。実験的に皮膚由来の細胞をディッシュ上で再構築して

羽毛原基を再生できた（*15）。  

 田代朋子グループは、発生初期の脳発達をマウス･ラットのげっ歯目のモデル動物実験で行い、そのまま

では膜透過できない疎水性の高い甲状腺ホルモン・サイロキシン（TH:T4と脱ヨード体T3）が係わるタンパク

質分子を特定した。周産期 TH 欠乏は、身体発育さらに脳発達阻害し、重度の知能障害を引き起こす。妊

娠母ラットに、TH 合成阻害剤投与して TH 欠乏状態の仔ラット（hypo 群）を作出して、hypo 群にさらに出生

後毎日、T4を皮下投与した回復群とし、対照群はTH合成阻害剤非投与の母ラットからの生まれた新生ラッ

トを正常群とした。ＴＨ欠乏群と正常群の海馬における TH 欠乏の影響が大きい GABA 作動性シナプスの

生後発達過程比較した結果、RT-PCR で新たにGABA合成の律速酵素グルタミン酸脱炭酸酵素（GAD）の

一つ GAD65 と K+, Cl-共輸送体である KCC2 の二つタンパク質をコードする遺伝子が、二週齢の老化促進

マウス SAMP8で一過性に減少した（＊１6）。KCC2は、Cl-を細胞外に排出し、細胞内Cl-濃度を低下させる
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ことで GABA の作用を発育初期の興奮性から抑制性へと変換する重要な因子である。老化促進マウス

SAMP8 は生後５ヶ月齢から進行性の学習・記憶障害を、さらに若齢期から顕著な多動、低不安などの行動

異常を示す原因は、大脳皮質や海馬でT4からT3へ脱ヨウド化活性するⅡ型脱ヨード化酵素DIO2の半減

による局所的甲状腺ホルモンの不足よると結論した（＊１７）。海馬切片の電気生理実験で、SAMP8 海馬で

強いシナプス刺激で誘発される痙攣波が正常に比べて約 4 倍長く持続することが確認された（＊18）。 培

養神経細胞に対する甲状腺ホルモンの遺伝子誘導作用以外の新たな non-genomic作用として、T4を添加

することで脱分極なしで、Ｋ５培養条件でCGN細胞は生存維持した。T4添加の効果は 100nMからみられ、

200nM では細胞死が完全に抑制されて神経突起も維持され Non-genomic 効果と考えた。このＴ４の効果

は、微小管結合タンパク質タウのリン酸化抑制に伴う微小管の安定化が寄与していた（＊19）。 

 田代グループの引き継いだ平田グループは、ゼブラフィッシュをモデル動物として、動物の運動抑制信号

システムの遺伝的プログラムと後天的変化の動作原理の解明を進め、膜におけるタンパクのダイナミクスに

よる動物の運動・行動制御する分子基盤の解明をしている。田代グループで明らかにされた老化促進モデ

ル SAM８で幼年期多動性などの原因となる kcc2 遺伝子変異が同じくゼブラフィッシュでは運動発達に影響

することが明らかになった。KCC2 (K-Cl 共輸送体2)はCl-イオンを細胞外へ排出する分子で、kcc2遺伝子

を破壊したゼブラフィッシュ変異体では、痙攣を起こす「てんかん発作」を示した。さらに、ヒトの kcc2 が「遊

走性焦点発作を伴う乳児てんかん」という厚生省指定難病の原因遺伝子であることを明らかにした（*20）。

ゼブラフィッシュという小さな熱帯魚のニトロソウレアによる変異体作出を使った逆遺伝学手法を使い運動神

経の異常を調べた。神経細胞は細長い形をしており、活動電位として電気信号を伝え、細胞の端から端ま

で情報伝達する。活動電位には電位依存性ナトリウムチャネルという膜タンパク質が必要で、RNF121 という

タンパク質が電位依存性ナトリウムチャネルに作用して活動電位を発生させることを明らかにした（＊21）。ミ

ステリンの機能はこれまで謎につつまれていたが、ゼブラフィッシュによる同様の逆遺伝子解析により、ミス

テリンが神経・筋肉・血管の形成・維持に必要であることを見出し、日本人に多い脳虚血疾患モヤモヤ病が

ヒトでミステリンの異常により発症するという分子メカニズム仮説を提唱した（＊22）。 
 新たな膜内環境観測が出来る発光プローブ開発を目指している長谷川美貴グループは、この 2013 年〜

2015 年の間に 15 本の論文、10 報の総説、招待講演は 15 件となった。膜界面で働く微視環境プローブの

開発のため、膜たんぱく質の構造特異性を規範とした希土類発光素子開発を目指す長谷川グループは、2

個のビピリジンをエチレンジアミンで架橋した 6 座の配位子の合成とその光物性の評価が完了し（*23）、さ

らにアゾメチン部位を還元して種々の長さのアルキル基を導入し、ラングミュア-ブロジェット膜(LB膜)形成を

確認した。すなわち、目的とする材料の合成が完了した(特許申請中)。そして、異質界面利用した Eu2+によ

る青色発光に成功し（＊24）、さらに水溶液中で安定な Eu3+錯体の強発光に成功した。 

 

 

 

 

＜特に優れた研究成果＞ 
β-ラクタマーゼ OXA-58 の疎水性クレフトカルバペネム複合体結晶構造から薬剤耐性機構獲得機構を

可視化した（＊25）。 

酵母のロイシン輸送体とされてきたBap2が、基質としてフェニルアラニンを最も効率良く取り込み、薬剤吸

収評価で使われるlogPでアミノ酸種類の特異性の違いをすべて説明できた（＊26）。 

人口ナノポア付近の物理的環境の理解が深まった。特に電気浸透流を定量的に実験と数値解析により見

積もった（＊27）。 

K+-Cl-共輸送体KCC2が、ラットでは抑制性ニューロン発達に重要で、ゼブラフィッスで運動反射異常の原

因と特定され、さらにヒトでは脊髄性筋萎縮症と小児てんかんの原因遺伝子であると新規に確定した（＊

28）。そして、環境適応が異質界面上での受容体動態によることを見出した。 

界面における希土類錯体の新規発光体のひとつとして、有機分子配位環境下において一般に困難とされ

てきた3価のEuイオンを2価に還元でき安定化する系を新たに創成した（＊29）。 

＜問題点とその克服方法＞ 
タンパク質分子界面の機能解析には界面で起こる基質/リガンドの結合やタンパク質のリン酸化を含む多様

な化学修飾でタンパク質機能を直接制御する各種翻訳後修飾の定量実験が欠かせないが定量法が常に

問題。 ＞ 汎用性の高い放射性同位体ラベル化実験を導入した。 
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大腸菌内で輸送体を発現・精製したとき、高次構造が維持されてない。＞界面活性剤の変更、および分子

シャペロンとの共発現により輸送体タンパク質のフォールディング向上を試みる。 

DNAの詰まりをknotによる影響を仮定して実験的に見積もっているが、DNAのknot生成確率の見積もりが

正確にできていない。 

動物のゲノム操作に時間がかかる。＞ CRISPR法を導入することで、ゲノム編集を推進する。 

新たな発光結果に対する原理や還元課程が不明瞭である。 ＞ 溶媒の種類を系統的に変化させるなど

細かい条件設定による電子ソースの解明を試みる。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
結晶構造解析したタンパク質の構造解析データは、すべてProtein Data Bank に登録し公開している。 

ヒトのアミノ酸輸送体はガン細胞で発現が亢進しているので、酵母におけるアミノ酸輸送体の基礎研究は、

抗がん剤開発応用などで、細胞レベルの基盤的知見として有用である。 

ナノポアにおけるＤＮＡのknot生成は、ポリマーの科学一般の問題として興味深い。ヒトの難病の治療法を

提唱する。ヒト疾患の動物モデルを提供する。 

新規発光結果については、原理が明らかになった時点で、特許申請に関し具体的検討を行う（＊30）。 

＜今後の研究方針＞ 
 宮野グループは、OXA-58 の複合体構造解析を進め、熱測定や放射性同位体ラベル体による速度論解

析により構造と機能理解を進める。ロイコトリエン C4 合成酵素の脂肪酸結合の解析を、阻害活性と構造か

ら進める。長鎖脂肪酸アシル CoA 合成酵素は精製酵素を調製し、脂肪酸認識機構解明進める。 

 阿部グループは、引き続き Tat1, Tat2 および Bap2 の膜での再構成実験を継続する。細胞膜構成脂質成

分の特異的影響を明らかにする。トリプトファン高濃度培地では、Tat2 はユビキチン依存的分解が起こる。

このときの Tat2 の動的構造変化とユビキチン化との連関を解析する。高圧で増殖する酵母で、なぜ活性型

TOR 複合体 1 が液胞膜付近に集まるか解析する。 

 諏訪グループは、膜表面の電顕画像に映るタンパク質像を、実構造投影像ライブラリと網羅的照合し全膜

タンパク質構造・機能 DB 中の配列、機能情報と結びつけるシステムをし、実際の膜表面の画像に応用し

て、実際の膜タンパク質の相互作用などを捉える試みをする。 

三井グループは DNA の詰まりの原因解明を行い、knot が詰まりの要因なら、sacrifice ポアによる

knotDNAのフィルター機能をナノポアデバイスに追加する。細胞、細胞塊実験は、数理モデル結果をガイド

とした実験を実施して解析する。器官原基形成さらに臓器形成を数理モデル化して膜を介したイオン、分子

の拡散と定常勾配予想をし、パターン形成の起源を解明する。 

田代グループの残された課題であるDIO2の mRNAが特異的にもつ 3’-末端側の長い non-coding領域

が mRNA 寿命や発現効率へ与える影響を諏訪グループでバイオインフォマティクスによる構造予測解析を

進め、RNA-binding タンパクとの相互作用の可能性を検討する。 

 平田グループは、ゼブラフィッシュ変異体のスクリーニングを継続し、CRISPR法によるゲノム編集変異体を

作製し、運動障害のゼブラフィッシュモデルを作出、疾患のメカニズムを解明するとともに、症状を和らげる

化合物の探索や遺伝子治療の実験を行う。諏訪グループと膜内での受容体の動態解析をすすめる。 

 長谷川グループは順調な進捗であり、発光と生体関連物質との水中での相互作用、LB膜への膜タンパク

質の導入による発光現象の確認と解析を試みる。錯体の合成、構造解析（単結晶構造解析および放射光

実験施設 SPring-8 の粉末Ｘ線回折）、電子吸収・発光スペクトル、発光量子収率、発光寿命測定等から、

複合体の構造解析と機能解析実験を並行して慎重に進めていく。 

＜今後期待される研究成果＞ 
 宮野グループ OXA-58 のカルバペネム複合体構造解析では、複合体形成による構造変化や、基質-タ

ンパク質の直接的相互作用が明らかになり、カルバペネムを含む薬耐性の機序の機構理解がより深まる。

放射性同位体ラベル脂肪酸アッセイにから、様々な条件での脂肪酸認識の特異性認識機構が進展する。 

 阿部グループによるアミノ酸輸送体の膜再構成系が構築されれば、Kmや kcatなど速度論的パラメーターを

算出し、それらに対する変異の影響を調べることが可能となる。異質界面で起こるアミノ酸と輸送体の基質

認識メカニズムの解明が期待される。 

 諏訪グループの展開からは、創薬の重要標的が複合体を形成したり薬物と相互作用する様子を直接捉

えれば医薬品開発に寄与できる可能性がある。急増している膜タンパク質の立体構造から DB 利用応用と

して、実際の生体膜の膜タンパク質複合構造モデリングへと進める。 

 三井グループは、ナノポアデバイスの製品化には必須の技術とそれを用いたデバイス案を提案する。ま

た、新規的装置開発による細胞への物理的刺激では、今まで観測したことがない新たな生命の応答現象と
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なることが期待される。数理モデルと並行し実験的にも器官形成のメカニズムを解明し再生医療のパラメー

ターを最適化する。 

 田代グループは、具体的活動は引き継がれたが、DIO2 減少の原因解明ならびにより一般的な DIO2 の

mRNA レベルの調節機構の解明が期待される。これにより、血中ホルモン濃度の検査だけでは検出できな

い、潜在的甲状腺ホルモン欠乏状態がヒトでも発達期に起こっているかを検査できる方法が提案できる。ヒ

トのＫＣＣ２変異の影響は平田グループにより明らかにされた。 

 平田グループはさらに新たな神経筋疾患の原因遺伝子を同定し、そのゼブラフィッシュモデルを使い、さ

まざまな染色や電子顕微鏡解析を駆使して疾患のメカニズム解析をして、治療法を提唱できるような実験を

行う。ヒトの加齢に伴い運動能力が低下し、最後には寝たきりになる。以前からサルコペニアと呼ばれてきた

が、近年はロコモティブシンドロームあるいはフレイルとして広く認識され、日本での超高齢化から、筋萎縮

の理解は喫緊の課題で、ゼブラフィッシュを用いた筋の生体内可視化により、老化に伴う筋萎縮の可視化

モデルができれば、治療や創薬へつなげられる。 

 長谷川グループは水中で分子構造と光機能を保持できる希土類錯体が実現した場合には、その応用展

開として、シトシンノメチル化をＤＮＡのダブルストランドの外側から評価できるような系に用い、その場観察

が顕微鏡や分光でできる新たな検出法を確立したい。薄膜の系では、少量の検体に対する高感度な発光

性評価膜としての可能性に挑戦して成果に結びつける。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

 青山学院大学理工学部附置先端技術研究開発センター（ＣＡＴ）規則に基づき、ＣＡＴプロジェクトの一つ

として運営され、定期的に開かれるCAT全体のCAT運営委員会に報告、予算案、成果の評価の審査承認

を受ける。運営委員会の下のプロジェクト委員会により、進捗管理と予算管理している。CAT 成果報告書に

2013 年度から本プロジェクトの成果報告を毎年出版公表している。ＣＡＴ運営委員会のもと、外部委員と学

内委員が半数ずつで構成された評価委員会で 3 年経過時の中間評価を 2016 年 3 月 4 日に中間成果報

告会と兼ねて、外部委員 6 名、内部委員 6 名により評価を行い中間成果報告書として、さらに、その評価へ

の応答を含めて出版公表している(別添資料)。この審査内容に応答して残りの二年間をより効果的に目的

達成に向け研究計画を見直し研究進捗の改善を促進に努力する。最終年度の終わりには、成果報告会を

予定しており、同時に外部と内部の審査委員による審査による審査報告書を出版して公表する。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

2016 年 3 月 4 日（金）に開催された先端技術研究開発センター中間成果報告会 2015 について評価報告

書の異質界面プロジェクト部分に対する対応。（別紙 1 参照）  

＜評価課題＞本研究プロジェクトは共同研究を活発に行うことでシナジー効果が期待される。今後情報交

換、共同研究を活発に進め、研究を発展させてほしい。 

大学院生も含めた若手研究者の交流を促すことにより、自らが対象としている研究材料や技術にとらわれる

ことなく、幅広い分野を包括的に俯瞰できる能力をもった若手研究者を育てることにも、留意すべきであると

考える。 

＜応答＞ これまで通り、｢異質界面プロジェクト｣主催のミニシンポ、ワークショップを２０１６年は9月に行い、

この場で若手にも発表の場を提供し、多くの分野が関わるプロジェクトメンバーと他流試合のプレゼン力、売

り込み力を磨く。これを継続し、互いの異なる分野を活かした、｢異質界面｣をもつ新たな共同研究を、田代

グループで扱った遺伝子のmRNAの立体構造予測計算を諏訪グループと行ってきたように、具現化する。

定期的に開き本プロジェクトの全グループが一堂に集まる研究報告会を少なくとも半年に一回以上開い

て、互いの研究計画と進捗状況をタイムリーに理解して具体的共同研究の方策を議論する。幅広い分野間

の議論に大学院生と助手・助教も積極参加させ、若手研究者として育成する。この機会に積極的にさらに

多くの若手研究者の発表の場を提供し、まとまった話をさせる機会とする。 

 さらに、大学院のカリキュラム上で、各自の研究以外の分野の研究手法を習得できる科目（例えば生命科

学コースでは「生命科学研究法A, B」）を設置するなどの検討をしている。今後も、学生が無理なく幅広い分

野を俯瞰的に身につけられるように理工学研究科カリキュラム改良を続ける。 

 具体化した新たな研究計画は、平田グループが得ている、動物が環境変化に適応して行動を変える「適

応」の分子メカニズムの１つが、細胞膜異質界面で受容体タンパク質の集合・拡散のダイナミズムを伴うこと

が明らかになり、この中間評価をふまて、ヒト疾患の原因遺伝子解明の研究と並行し、研究の｢異質界面｣交

流として、GPCRの構造予測を研究する諏訪グループと共同研究を始めることになった。具体的にはGPCR

の予測モデルの実験検証をめざし、また受容体ダイナミクスのモデル化を具体的に検討している。 
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学会大会 合同大会、EGO 複合体が制御する出芽酵母の圧力ストレス適応、神戸、2015 年 12 月

1〜4 日 
4. 上村聡志、穂積亜希子、黒坂豪祐、諏訪さゆり、阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 48 回研究
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報告会、小胞体膜タンパク質 Ehg1 による高圧ストレス適応、広島、2015 年 9 月 2 日 

5. 木俣行雄、上村聡志、阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 48 回研究報告会、望月貴博、小胞体

に蓄積した Tat2-Gap1 キメラタンパク質は小胞体ストレス応答を引き起こす、広島、2015 年 9
月 1 日 

6. 天野香織、阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 48 回研究報告会、トリプトファン輸送活性に依存した

輸送体 Tat2 のユビキチン分解、広島、2015 年 9 月 1 日 
7. 上村聡志、阿部文快 第 55 回高圧討論会、、出芽酵母における EGO 複合体依存的 TOR 複合体

活性化と高圧増殖、徳島、2014 年 11 月 23 日 
8. 望月貴博、鈴木麻葉、上村聡志、阿部文快 第 55 回高圧討論会、、高圧力による酵母トリプト

ファン輸送体 Tat1 の分解促進、徳島、2014 年 11 月 23 日 
9. 望月貴博、上村聡志、阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 47 回研究報告会、酵母トリプトファ

ン輸送体 Tat1 の高圧・高温下での分解に関わるアミノ酸残基の同定、東京、2014 年 9 月 1 日 
10. 宇佐美佑紀、上村聡志、望月貴博、阿部文快、出酵母遺伝学フォーラム第 47 回研究報告会、芽

酵母のロイシン輸送体 Bap2 における基質認識、東京、2014 年 9 月 1 日 
11. 河合建、守屋篤十、上村聡志、阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 47 回研究報告会、出芽酵母

のペプチド輸送体 Ptr2 の発現と機能解析、東京、2014 年 9 月 1 日 
12. 望月貴博、持田和範、上村聡志、阿部文快、日本農芸化学会 2014 年度大会、高温・高圧ストレ

ス化における酵母トリプトファン輸送体 Tat1 の安定性に関する解析、川﨑、2014 年 3 月 30 日 
13. 河合建、上村聡志、 阿部文快、日本農芸化学会 2014 年度大会、出芽酵母のペプチド輸送体 Ptr2

の発現と機能解析、川﨑、2014 年 3 月 30 日 
14. 宇佐美佑紀、望月貴博、上村聡志、 阿部文快、日本農芸化学会 2014 年度大会、出芽酵母のロ

イシン輸送体 Bap2 における機能部位の同定、川﨑、2014 年 3 月 30 日 
15. Abe, F., Effects of high hydrostatic pressure on microbial cell membranes: Structural and functional 

perspectives, In: “High Pressure Bioscience -Basic Concepts, Applications and Frontiers”, Springer 
Subcellular Biochemistry (SBM), (2014) in press. 

16. 上村聡志，阿部文快、第 86 回日本生化学大会、出芽酵母の高圧耐性におけるパルミトイル化酵

素 Akr1 の重要性、横浜、2013 年 9 月 11〜13 日 
17. 上村聡志，阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 46 回研究報告会、出芽酵母の高圧耐性における

パルミトイル化酵素 Akr1 の役割、仙台、2013 年 9 月 8 日 
18. 望月貴博、鈴木麻葉、上村聡志、阿部文快、酵母遺伝学フォーラム第 46 回研究報告会、出芽酵

母の低親和性トリプトファン輸送体 Tat1 のユビキチン化による制御、仙台、2013 年 9 月 8 日 
19. 阿部文快、完田奈緒子、酵母遺伝学フォーラム第 46 回研究報告会、トリプトファン輸送体 Tat2

における基質認識とプロトン共輸送モデル、仙台、2013 年 9 月 8 日 
20. 上村聡志，阿部文快、第 18 回生物関連高圧研究会シンポジウム、出芽酵母の高圧耐性における

パルミトイル化酵素 Akr1 の役割、岐阜、2013 年 9 月 5 日 
21. 望月貴博、鈴木麻葉、上村聡志、阿部文快、第 18 回生物関連高圧研究会シンポジウム、圧力に

よる酵母トリプトファン輸送体 Tat1 のユビキチン依存性分解、岐阜、2013 年 9 月 5 日 
22. 阿部文快、日本生化学会、酵母におけるアミノ酸輸送体の機能と制御、その応用、横浜、2013

年9月13日 
23. 阿部文快、酵母細胞研究会、酵母におけるアミノ酸とペプチド輸送体の機能と制御、東京、2013

年7月12日 
＜テーマ３＞ 

1. Tsukasa Ueno, Masami Ikeda and Makiko Suwa, Classification of transmembrane proteins based on 
the fold structure, The 53rd Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan , Vol. 55, Sept, 2015 

2. Hidenori Sakaki, Masami Ikeda and Makiko Suwa, Structural analysis of interaction between β2 
adrenergic receptor and G-protein using molecular dynamics simulation, The 52nd Annual Meeting of 
the Biophysical Society of Japan , Vol.54, Sept, 2014, S238 

3. Go Inoue, Masami Ikeda, and Makiko Suwa, Computing technology for the visual proteomics of cell 
surface : Collationof protein structure and electron microscopic image. The 52nd Annual Meeting of the 
Biophysical Society of Japan, Vol.54, Sept., 2014, S184. 

4. 榊 秀憲, 池田 修己, 諏訪 牧子 (2014) β2 アドレナリン受容体─Gα 間における結合要素の解析. 
第 11 回 GPCR 研究会. [口頭発表] (May 9-10, 2014 at National Museum of Emerging Science and 



（様式１） 
 

法人番号 131002 
プロジェクト番号 S1311005 

 
Innovation (日本科学未来館), Tokyo) 

5. 井上 伍央, 池田 修己, 諏訪 牧子 (2014) 膜タンパク質の顕微鏡画像と立体構造データとの照

合用データベースの構築. 第 3 回 日本生物物理学会 関東支部研究会. [口頭発表](March 6-7, 
2014 at Meiji University, Nakano, Tokyo) 

6. Hidenori Sakaki, Masami Ikeda, Makiko Suwa “Structural analysis of coupling element between β2 
adrenergic receptor and G-protein” The 51 th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, 
10/29, 2013, Kyoto.Biophysics vol.53 SUPPLEMENT 1-2, 2013, S203 

7. Go Inoue, Masami Ikeda, Makiko Suwa,“Construction of database for comparing structural data with 
microscopic image of transmembrane.protein” The 51 th Annual Meeting of the Biophysical Society of 
Japan, 10/29,2013, Kyoto. Biophysics vol.53 SUPPLEMENT 1-2, 2013, S203. 
 ＜テーマ４＞ 

1. 加藤佑太, 川口翔平, 芝﨑賢作, 石田研太郎, 三井敏之 "電極付加ナノポアAC ゲート電位によ

る DNA の挙動制御" 第 62 回応用物理学会春季学術講演会, 東海大学, 神奈川, 2015 年 3 月 13
日 

2. 川口翔平, 加藤佑太, 芝﨑賢作, 石田研太郎, 三井敏之 "DNA のポア通過前におけるナノポア

やナノスリットとの相互作用"第 62 回応用物理学会春季学術講演会, 東海大学, 神奈川, 2015 年

3 月 13 日 
3. 芝﨑賢作, 加藤佑太, 川口翔平, 石田研太郎, 三井敏之 "AFM を用いたナノスリットに詰まる

DNA 形状観測" 第 62 回応用物理学会春季学術講演会, 東海大学, 神奈川, 2015 年 3 月 12 日 
4. 高橋伴典, 新井晋, 三井祐司, 石田研太郎, 山崎将吾, 金子智行, 三井敏之 "心臓組織片による

同期化のメカニズムの研究" 第 62 回応用物理学会春季学術講演会, 東海大学, 神奈川, 2015 年

3 月 14 日  
5. 新井晋, 高橋伴典, 三井祐司, 石田研太郎, 三井敏之 "画像解析を用いた心臓組織片による拍

動の伝搬と同期化の研究"第 62 回応用物理学会春季学術講演会, 東海大学, 神奈川, 2015 年 3 月

14 日 
6. 三井祐司, 新井晋, 高橋伴典,  石田研太郎, 三井敏之 “心臓拍動研究のためのインキュベータ

ー内自動録画システム” 第 62 回応用物理学会春季学術講演会, 東海大学, 神奈川, 2015 年 3 月

14 日 
7. Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui, Reconstruction of embryonic dorsal skin as a feather bud-forming 

field in 3D culture 第 37 回日本分子生物学会年会、神奈川県横浜、パシフィコ横浜, 2014 年 11 月

26 日 
8. Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui Reconstruction of feather bud patterning by a reaction-diffusion 

mechanism during bioengineered skin development in 3D culture 第 52 回日本生物物理学会年会, 北
海道、札幌コンベンションセンター, 2014 年 9 月 27 日  

9. Yuta Kato, Shohei Kawaguchi, Kensaku Shibasaki, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui, DNA dynamics 
and translocations though solid-state nanopore and nanoslit 第 52 回日本生物物理学会年会, 北海道、

札幌コンベンションセンター, 2014 年 9 月 26 日 
10. Tomonori Takahashi, Yuji Mitsui, Shin Arai, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui Synchronization of 

cardiac rhythms after reassembling of multiple heart fragment tissues 第 52 回日本生物物理学会年会, 
北海道、札幌コンベンションセンター, 2014 年 9 月 25 日 

11. Shohei Kawaguchi, Yuta Kato,Kensaku Shibasaki, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui DNA motions 
near a nanopore with a voltage controlled gate embedded in dielectrics 第 52 回日本生物物理学会年会, 
北海道、札幌コンベンションセンター, 2014 年 9 月 26 日 

12. Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui Self-organization of embryonic feather bud forming field in 3D 
culture 47th Annual Meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists 名古屋 2014 年 5 月

28 日 
13. Yuta Kato, Naoto Sakashita, Yoshitaka Tanida, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui  Controlling DNA 

motions with an AC gate voltage applied gate embedded in nanopore 第 53回日本生物物理学会年会, 
石川県金沢市、金沢大学、2014 年 9 月 13 日  

14. Tomonori Takahashi, Kentaro Ishida, Tomoyuki Kaneko, Toshiyuki Mitsui Synchronization process 
of cardiac tissue fragments 第 53 回日本生物物理学会年会, 石川県金沢市、金沢大学、2014 年 9
月 13 日  

15. Shin Arai, Ayaha Tsuyuki, Takashi Nakamura, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui Influence of 
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mechanical stimulus on heart cell aggregates 第 53 回日本生物物理学会年会, 石川県金沢市、金沢大

学、2014 年 9 月 13 日 Shota Miyakoshi 
16. Toshiyuki Mitsui Tomoyuki Kaneko Synchronization between large clusters of cardiomyocytes 

through fibroblasts. 第 53 回日本生物物理学会年会, 石川県金沢市、金沢大学、2014 年 9 月 13
日 

17. Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui Wnt/β-catenin and FGF/ERK signaling are involved in the feather 
bud formation and patterning of reconstructed skin 第 53 回日本生物物理学会年会, 石川県金沢市、

金沢大学、2014 年 9 月 15 日 
18. Ryuichi Shinozaki, Tomonori Takahashi, Yuichi Asanuma, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui 

Synchronization of spontaneous beating of tissue fragments of atrium and ventricle 第 53 回日本生物

物理学会年会, 石川県金沢市、金沢大学、2014 年 9 月 15 日 
19. Naoto Sakashita, Yuta Kato, Yoshitaka Tanida, Kentaro Ishida, Toshiyuki Mitsui   Clogging of 

DNA driven through a nano-scale pore or slit 第 53 回日本生物物理学会年会, 石川県金沢市、金沢大

学、2014 年 9 月 15 日 
20. Mitsui, T., Direct observation of DNA dynamics near electrically gated nano-scale pores, The 18th 

SANKEN International Symposium, ISIR, (2014), 
21. 杉本 学、加藤佑太、石田研太郎、三井敏之 Controlling the fluidic motion of DNA molecules near 

FET nanopores by electro-osmotic flows,第 51 回日本生物物理学会年会, 京都・国立京都国際会館

2013 年 10 月 29 日, 
22. 加藤佑太，杉本 学，石田研太郎，三井敏之 電気浸透流の影響下におけるナノポア付近の DNA

ダイナミクス春季 第 61 回 応用物理学会学術講演会 、青山学院大学、相模原市 2014 年 3 月

20 日 
23. 田代朋子、”第 58回日本神経化学会大会シンポジウム、Attenuation of local thyroid hormone signaling 

due to reduction of DIO2: SAMP8 mouse as an unique model of developmental anomalies and 
later-onset cognitive deficits”,大宮、2015 年 9 月 11 日  

24. 澤野恵梨香、富永-吉野恵子、小倉明彦、田代朋子、第 30 回老化促進モデルマウス（SAM）研究協議

会、「若齢期の老化促進モデルマウス（SAMP8）海馬における NPY 陽性細胞の減少と刺激誘発痙攣

波の亢進、岐阜、2015 年 7 月 4 日 
25. Hirata, H., Plasticity of glycinergic synapses and related behaviors in zebrafish. The 25th meeting 

of the International Society for Neurochemistry. Cairns Convention Center. Cairns, Australia. 
August 24, 2015.（海外学会招待講演） 

26. 平田普三、電位依存性ナトリウムチャネルの輸送における GPI アンカータンパク生合成の重要

性。第 34 回日本糖質学会年会。東京大学安田講堂（東京）。2015 年 8 月 2 日。（シンポジウ

ム招待講演） 
27. Hirata, H., Ogino, K. and Yamada, K. Plasticity of glycinergic synapse in zebrafish. The 6th Strategic 

Conference of Zebrafish Investigators. Asilomar Conference Center. California, USA. January 19, 2015.
（海外学会ポスター発表） 
＜テーマ５＞ 

1. Hasegawa, M., “Fusion materials of lanthanide complexes with luminescence”, The International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (PACIFICHEM2015), Honolulu, USA, 12-17 
December, 2015. （海外学会招待講演） 

2. Miki Hasegawa, “Lanthanides' Luminescence in Molecules”, Fusion Materials Symposium 2015, 東京

大学 (東京), 2015 年 9 月 19 日招待講演 
3. 長谷川美貴, “希土類を用いた融合マテリアルの発光機能創成”, 第 64 回高分子討論会（特別企画

セッション：融合マテリアル）, 東北大学 (宮城), 2015 年 9 月 15 日招待講演 
4. 小谷 宗平, Matthias Mastalir, 石井 あゆみ, Wolfgang Linert, 長谷川 美貴, “メチルフェニル

ターピリジンを配位子とする Eu 錯体のメチル配置と発光の相関”, 錯体化学会第 65 回討論会, 
奈良女子大学(奈良),  2015 年 9 月 21-22 日 

5. 岩澤 大地, 石井 あゆみ, 長谷川 美貴, “異種ランタニド間の金属間エネルギー移動を促進する

混晶の開発”, 錯体化学会第 65 回討論会, 奈良女子大学(奈良), 2015 年 9 月 21-22 日. 
6. 長谷川祐紀, 石井あゆみ, 長谷川美貴,  “イオン液体中におけるヘリカルなランタニド錯体の

発光特性”, 錯体化学会第 65 回討論会, 奈良女子大学(奈良), 2015 年 9 月 21-22 日 
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7. 長谷川 美貴, “希土類を用いた融合マテリアルの発光機能創成”, 第 64 回高分子討論会, 東北大

学(宮城), 2015 年 9 月 15 日. 
8. 近藤崇弘, 山田智咲, 小川智久, 石井あゆみ, “ヘリカルな構造を有するテルビウム錯体を真珠

層に導入した発光機能開拓”, 第 64 回高分子討論会, 東北大学(宮城), 2015 年 9 月 15 – 17 日. 
9. 近藤一希, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “両親媒性フェナントロリンを用いた希土類錯体の直線偏

光発光”, 第 64 回高分子討論会, 東北大学(宮城), 2015 年 9 月 15– 17 日. 
10. 石井あゆみ、長谷川美貴, “コアシェル型 SiO2/Eu ナノ粒子の界面錯形成による原子価制御と発

光特性”, 第27回配位化合物の光化学討論会, 佐渡インフォメーションセンター(新潟), 2015年8
月 8 - 9 日. 

11. 長谷川祐紀, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “ヘリカルなユウロピウム錯体のイオン液体中における濃

度に依存した発光増強”, 第 32 回希土類討論会, かごしま県民交流センター(鹿児島), 2015 年 5 月

21-22 日. 
12. 近藤一希, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “フェナントロリン骨格を有する両親媒性ランタニド錯体

の LB 膜の構造と偏光発光特性” 第 32 回希土類討論会, かごしま県民交流センター(鹿児島), 
2015 年 5 月 21-22 日. 

13. 近藤崇弘, 山田智咲, 小川智久, 石井あゆみ, 長谷川美貴,  “Tb 錯体を真珠層に導入した新規

発光性複合材料の創成”, 第 32 回希土類討論会, かごしま県民交流センター(鹿児島), 2015 年 5
月 21 日-22 日. 

14. 尾形周平, 後藤直人, 緒明佑哉, 石井あゆみ, 今井宏明, 長谷川美貴, “ウニトゲの炭酸カルシウ

ム表面を利用した長鎖アルキル基を有するヘリカルなユウロピウム錯体の発光スペクトル”, 第
32 回希土類討論会, かごしま県民交流センター(鹿児島), 2015 年 5 月 21 日-22 日. 

15. 尾形周平, 後藤直人, 宗川裕里香, 緒明佑哉, 石井あゆみ, 今井宏明, 長谷川美貴, “ウニトゲの

炭酸カルシウム表面を利用した長鎖アルキル基を有するユウロピウム錯体の発光スペクトル”, 
日本化学会第 95 春季年会, 日本大学船橋キャンパス(千葉), 2015 年 3 月 26 - 29 日. 

16. 岩澤大地, 福嶋真由子, 石井あゆみ, 杉本邦久, 長谷川美貴, “単結晶構造解析に基づくヘリカル

なランタニド錯体の発光機構”, 日本化学会第 95 春季年会, 日本大学船橋キャンパス(千葉), 
2015 年 3 月 26 - 29 日. 

17. 長谷川祐紀, 坐間祐介, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “ヘリカルなユウロピウム錯体のイオン液体

中の構造安定性と発光増強”, 日本化学会第 95 春季年会, 日本大学船橋キャンパス(千葉), 2015
年 3 月 26 - 29 日. 

18. 土屋佑斗, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “ジアザナフタレン部位を有するビピリジン－ランタニド

錯体の構造と発光特性”, 日本化学会第 95 春季年会 , 日本大学船橋キャンパス (千葉 ), 
 2015 年 3 月 26 - 29 日. 

19. 黒田航平, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “六座配位子を母骨格に用いたヘリカルなツリウム錯体の

発光特性”, 日本化学会第 95 春季年会, 日本大学船橋キャンパス(千葉), 2015 年 3 月 26 - 29 日. 
20. 越村将臣, 尾形周平, 石井あゆみ, 長谷川美貴,  “近赤外発光を示すランタニドを用いた鎖状

錯体”, 日本化学会第 95 春季年会, 日本大学船橋キャンパス(千葉), 2015 年 3 月 26 - 29 日. 
21. 近藤崇弘, 山田智咲, 石井あゆみ, 長谷川美貴,  “Tb 錯体を導入した緑色発光を示す真珠層の

スペクトル解釈”, 日本化学会第95春季年会, 日本大学船橋キャンパス(千葉), 2015年3月26 - 29
日. 

22. 小谷宗平, Mastalir Matthias, 黒田航平, 石井あゆみ, Linert Wolfgang, 長谷川美貴, “フェニルター

ピリジンを配位子とした Eu 錯体の置換基効果”, 日本化学会第 95 春季年会, 日本大学船橋キャ

ンパス(千葉), 2015 年 3 月 26 - 29 日. 
23. Hasegawa, M., “Color of Luminescence”, Japan-Germany, Frontiers of Science, Bremen 

(Germany), November 2, 2014 (2014). （海外学会招待講演） 
24. 尾形周平, 宗川裕里香, 緒明佑哉, 石井あゆみ, 今井宏明, 長谷川美貴, “親水性のヘリカルなユ

ウロピウム錯体のウニトゲ表面における発光スペクトル”, 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワ

ーホール船堀(東京), 2014 年 10 月 14-16 日. 
25. 黒田航平, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “発表演題：長鎖ジアミン架橋型ビピリジン配位子を用いた

多核ランタニド錯体の発光スペクトル”, 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワーホール船堀(東
京), 2014 年 10 月 14-16 日. 
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26. 土屋佑斗, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “シッフ塩基を含む多座配位子を用いたユウロピウム錯体

の発光特性”, 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワーホール船堀(東京), 2014 年 10 月 14-16 日.
27. 福嶋 真由子, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “単結晶中のヘリカルな ランタニド錯体の金属間エネ

ルギー移動”, 2014 年光化学討論会, 北海道大学札幌キャンパス(札幌), 2014 年 10 月 11-13 日.
28. 山田 智咲, 石井 あゆみ, 小川 智久, 長谷川美貴, “真珠の生体高分子をマトリックスとした含

ユウロピウム錯体-融合マテリアルの発光特性”, 第 63 回高分子討論会, 長崎大学文教キャンパ

ス(長崎),  2014 年 9 月 24-26 日.
29. 石井あゆみ, 佐藤沙紀, 長谷川美貴, “鎖状構造を有するランタニド錯体の多重発光制御”, 錯体

化学会第 64 回討論会, 中央大学後楽園キャンパス(東京), 2014 年 9 月 18－20 日.
30. 山口将史, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “ジフェニルエチレンアミン架橋で光学異性を操作したヘ

リカルなプラセオジム錯体の発光スペクトル”, 錯体化学会第64回討論会, 中央大学後楽園キャ

ンパス(東京), 2014 年 9 月 18－20 日.
31. 矢島 奈歩, 石井 あゆみ, 長谷川 美貴, “ヘリカルな構造を持つ発光性ランタニド錯体の研究動

向調査”, 錯体化学会第 64 回討論会, 中央大学後楽園キャンパス(東京), 2014 年 9 月 18－20 日.
32. 土屋佑斗, 山口将史, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “シッフ塩基を含む四座配位子を用いたユウロ

ピウム錯体の発光スペクトル”, 第 26 回配位化合物の光化学討論会, 首都大学東京(東京) , 2014
年 8 月 6－8 日.

33. 尾形周平, 山田智咲, 宗川裕里香, 緒明佑,今井宏明, 石井あゆみ, 長谷川美貴 “ウニトゲ-ユウ

ロピウム錯体の複合材料の発光特性”, 第 26 回配位化合物の光化学討論会, 首都大学東京(東
京) , 2014 年 8 月 6－8 日.

34. 山口将史, 打田孝明, 岩村宗高, 石井あゆみ, 野崎浩一, 長谷川美貴, “ジフェニルエチレンジア

ミン架橋で光学異性を操作したヘリカルなランタニド錯体の発光スペクトル”, 第 26 回配位化

合物の光化学討論会, 首都大学東京(東京) , 2014 年 8 月 6－8 日.
35. 後藤直人, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “LB 膜化による偏光発光を促すヘリカルなテルビウム錯体

の合成”, 第 26 回配位化合物の光化学討論会, 首都大学東京(東京) , 2014 年 8 月 6－8 日.
36. 黒田航平, 石井あゆみ, 長谷川美貴, “長鎖アルキルジアミン架橋型ビピリジン配位子を用いた

多核ユウロピウム錯体の発光特性”, 第 26 回配位化合物の光化学討論会, 首都大学東京(東京) ,
2014 年 8 月 6－8 日.

37. 尾形周平,山田智咲, 宗川裕里香, 緒明佑哉, 今井宏明, 長谷川美貴, “ウニトゲ-ユウロピウム錯

体の複合材料の発光スペクトル”, 第 31 回希土類討論会, タワーホール船堀, 東京, 2014 年 5 月

22－23 日.
38. 石橋崇, 長谷川美貴, “シトシンの相互作用による水溶性ランタニド錯体の発光スペクトル変

化”, 第 31 回希土類討論会, タワーホール船堀(東京), 2014 年 5 月 22－23 日. 
39. 土屋佑斗, 山口将史, 長谷川美貴, “四座配位子を有するランタニド錯体の環境応答性発光スペ

クトル”, 第 3 回 JACI/GSC シンポジウム,東京国際フォーラム(東京), 2014 年 5 月 22－23 日.
40. 黒田航平, 後藤直人, 長谷川美貴, “多様な構造変化が期待される発光性二核ユウロピウム錯体

の開発”, 第 3 回 JACI/GSC シンポジウム,東京国際フォーラム(東京), 2014 年 5 月 22－23 日.
41. 後藤直人, 長谷川美貴, “環境調和型テルビウム錯体分子膜の創成と偏光発光発現”, 第 3 回

JACI/GSC シンポジウム, 東京国際フォーラム(東京), 2014 年 5 月 22－23 日. (Plenary lecture)
42. Hasegawa, M., “New Aspects of Lanthanide Luminescence in Molecular films”, The 4th

International Scientific Conference Applied Natural Science 2013, Hight Tatras, Slovak RP. 2-4
October, 2013. （海外学会基調講演）

43. Hasegawa, M., “New Aspects of Lanthanide Luminescence in Molecular Thin Films”,
PERCH-CIC Congress VIII, S3-L10, Pattaya, Thailand, 5-8 May, 2013. （海外学会招待講演）
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等

＜既に実施しているもの＞

1. 異質界面プロジェクトワークショップ 水の異質界面における"こと"
2014 年 3 月 15 日青学相模原キャンパス

2. 宮野雅司 タンパク質について知ろう！ 中高生のためのかながわサイエンスフェア

2015 年 7 月 11 日 横浜そごう 9 階新都市ホール

3. 宮野雅司 生命分子の形の科学 —生命科学は分子の｢かたち｣が大事 学問入門講座 青山学

院高等部 2013 年 5 月 11 日 青山学院大学相模原キャンパス

4. 宮野雅司 TAMA 技術協会技術説明会 タンパク質の結晶構造を使った創薬のための X 線結晶

構造解析 2015 年 9 月 16 日 産業サポートスクウェア TAMA 昭島市

5. 阿部文快グループのインターネット公開
http://www.chem.aoyama.ac.jp/Chem/ChemHP/abeflab/index.html

6. 三井グループのインターネット公開
http://www.phys.aoyama.ac.jp/~w3-mitsui/

7. 長谷川グループのインターネット公開
http://www.chem.aoyama.ac.jp/Chem/ChemHP/inorg2/

＜これから実施する予定のもの＞

1. 三井敏之、平田普三 (コーディネータ) 異質界面プロミニシンポ “生きている生物で機能する異

質界面(仮題)” 2016 年 9 月 24 日開催予定 青山学院大学相模原キャンパス 
2. 最終成果報告会兼評価審査会（2017 年度中に開催予定）

１４ その他の研究成果等 

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実

績があれば具体的に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するも

のには＊を付してください。 

新聞報道等

1. “希土類系青色ナノ粒子 低温焼成で実現” 化学工業日報 2015 年 7 月 1 日

特許申請 

1. アゾメチン部位を還元して種々の長さのアルキル基を導入し、ラングミュア-ブロジェット膜(LB 膜)

形成を確認した。すなわち、目的とする材料の合成が完了した(特許申請中) ＊30 
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１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

最終的に個々の連携をどのように図るかが課題である。 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
 研究分野の異質界面：本｢異質界面｣プロジェクトのようにいろいろな分野でかつ違う研究分野のグループ

が関わっているプロジェクトを同じベクトル方向性に合わせ、実際の研究実施・進捗の中で互いが有機的ど

う協調して、協力して全体としてのシナジーを出すためには、3 つのアプローチがある。一つは、全く同じ研

究対象を別の研究開発アプローチから扱う。これは、しかし、それぞれの分野での科学・技術の進歩進捗

が同時に対象とすることは先端研究であればあるほど困難である。2 つめには、同じ研究手法を用いる。こ

れは実際におおきなファシリティーにおいて最も普通にみられる。生命科学の分野では、あらゆる物理化学

分析測定法、モデル生物に依存した生命科学処置手法を用いるためには、しばしば、ヒトが最後になる。3

つめには、このプロジェクトで言えば“水と両親媒性分子環境のインターフェースに注目した「異質界面」の

現象の科学･技術”をコンセプトして設定してそれぞれの独自の視点から研究･技術開発にアプローチし

て、情報を共有することで、ベクトルを同じ方法に向かせる。違っていること分野が違うことを活かして、毎年

ちょうど 5 グループがそれぞれ順番に毎年、それぞれの研究の方向性・興味によって｢異質界面｣プロジェク

トのもとにシンポジウム、ワークショップを開催することで研究展開の起爆剤としておこない、｢異質界面｣を具

体的な研究対象として紹介して提示する。 

 研究グループ間の連携：プロジェクトの異質界面性を研究分野の異質界面での理解と実践により、相互

の理解ばかりでなく、研究ベクトルを方向付けするために、毎年順番でシンポジウムあるいはワークショップ

を自分たちの立ち位置から理解と視点で開催する。プロジェクトでの測定機器での共有化する。プロジェク

トでの経験知識の共有化によるプロジェクト推進をする。 

具体的には、真核生物由来の膜貫通タンパク質の異宿主による大量発現精製は、現在でもおおきな挑戦

であり、10年、20年の研究で初めてうまくいった事例もまれでない。阿部グループの真核生物である酵母由

来のアミノ酸輸送体など膜タンパク質の調整において、これまで十数年の経験のある宮野グループの哺乳

動物特にヒト由来の膜貫通タンパク質の失敗を含めた膨大な大量発現経験と知識を伝えることで実践的に

進捗を図る。これから、大量発現・精製に成功して機能解析から構造解析に向けて展開するときはもっと強

力に共同研究をすすめる。こうした研究を進めるには、急速に蓄積されつつある生命科学関連情報をデー

タマインニングとバイオインフォマティクスにより、諏訪グループが支える。こうした分子レベルでの機能理解

は、実際の脊椎動物においてどう働いているのかへつなげるモデル動物での研究を押し進められる環境を

もつ。長谷川グループによる蛍光プローブは、膜特異的ミクロ環境プローブとして働くことが期待できるの

で、阿部グループの進めている人工膜組み込み型のチャンネル膜タンパク質の発光ステータスモニターと

して使えることをめざす。 

 若手研究者の育成：こうした多様な異分野プロジェクトを、積極的な若手研究者の発表の場として活かし

て、少なくとも恒例化している｢異質界面｣プロジェクトミニシンポを積極的に進め、2018 年 3 月に控えた

CAT 成果報告会をこのプロジェクトの節目としてで、若手研究者が分野を超えた他流試合での議論に慣れ

て，発想を自分の研究分野を超えて研究を発想して、プレゼンする環境を提供する。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

法人番号 131002

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
6
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

平
成
2
7
年
度

研究施設面積

装 置

施 設

施 設

装 置

法　人
負　担

設 備

0

平
成
2
5
年
度

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

総

額

0

総 計

補助金額整備年度

－

0 0 0

0 0

0

15,920

0

0

0

30,865

13,200

0

6,000

0

0 0 0

0

7,694 5,506

0 0

0 0

0 0 0

0

13,833 17,032

0 0

0

0

0

0

0 0 0

0 0 0

0

0

3,300 0

20,367 20,366 0 0

00

0 0 0 0

0

8,743 7,857 0 0 0

0

0

0 0 0 0

17,573 24,292 0

20,366

00 0

40,733

5,000

16,600

0

0

1,700

0

40,733

41,865

45,720

128,318

0 0

63,498 64,820

20,367

25,558

研究室等数

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

0

0 0

0 0

私　学
助　成

0

使用者数

0

0

6,799 0

20,162

00

0

2,040 3,960 0

9,121

0

0 0

0

S1311005

0 0

補助主体

理工学部附置先端技術
研究開発センター（K棟）
および理工学部実験・研
究棟（J棟：含動物飼育

室、Ｐ１Ｐ２実験室・L棟の
一部）、アイソトープ実験

平成14
年度

1,606㎡ 7 51 377,825 - -
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ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 ＜テーマ1＞

  平成 年度 ＜テーマ1＞

私学助成H27シンチレーションカウンター Ｔｒi-Carb 2810TR　 1式

ガスクロマトグラフィーシステム 480 5,000 3,300 私学助成

480 5,000 3,300

GC-2010Plus 1

（情報処理関係設備）

0

報酬・委託料

高度分子分光測定システム

H26 SPM-9700 1 500 6,000 3,960

RT-PCRシステム H20 ABI Step-One 1 240 6,600 -
20,000

400 30,000 -H22

等温滴定型カロリメーター H13 MicroCal VP-ITC 1 240

1 340

1式

7,000 -
-15,000

私学助成

H25

-

TCS SPS5 Ⅱ

年　　　度

冷却超遠心機
迅速タンパク質精製装置 H12

走査型プローブ顕微鏡

Acta Explor
H12

1 420
Himac CP 80MX

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
488

25

整備年度

0

1,283

光　熱　水　費

0

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

567

コンフォーカル蛍光顕微鏡

（　その他　　）

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

1式 20,865600

教育研究経費支出

研究支援推進経費

教育研究用機器備品

通信運搬費 0

印刷製本費 0 0

10,432

0

H25 C11367

印刷製本費

計

小  科  目

試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

0

0

0
0

通信運搬費

1,283

主　な　使　途

ｾﾐﾅｰ講演･研究討論謝礼、AKTAexplorer10Sセットアップ等

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

0

488

0
0

支　出　額

実験材料等
0

金　　額

計

0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計

0
0

0
0
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

私学助成

ポスト・ドクター 0
0

0 0

0

3,300 私学助成

積　　算　　内　　訳

補助主体

学会参加費顕微鏡用ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ付ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰｾｯﾄ、X線回折装置修理等修理費、用品費 567
謝礼、委託費

0

0

2,338

（研究設備）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
0

2,338

5,000

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 957 実験材料等 957 試薬・材料・部品・器具

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

紫外可視赤外分光光度計 H25 UV-3600S 1式 1200

ＤＮＡシーケンス装置 H27 Genetic Analyzer3500 1 2400 40,733 20,366 私学助成

0
0



（様式1）

法人番号 131002
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ1＞

  平成 年度 ＜テーマ2＞

計 0

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

（兼務職員）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

計 2,880 2,880
（　その他　　） 752 修理費 752 X線回析装置修理、迅速型タンパク質構造評価解析システム保守

報酬・委託料 695 委託費 695 DNAシーケンス解析、ペプチド誘導体の依頼合成
旅費交通費 476 成果発表等 476 学会成果発表旅費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,601 実験材料等 1,601 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 42 論文別刷り等 42 論文別刷り、ジャーナル別刷り

旅費交通費 34 研究打合せ等 34 研究打合せ時出張旅費

報酬・委託料 64 委託費 64 英論文校正

（　その他　　） 802 修理費、出版費 802 単結晶X線構造解析装置修理等、英論文出版費

計 2,543 2,543

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,772 実験材料等 1,772 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 97 委託費 97 DNAシーケンス解析

（　その他　　） 131 修理費、用品費 131 ユニット恒温槽サーモミンダーSX-10N、エッペンドルフ修理

計 2,000 2,000

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0



（様式1）

法人番号 131002
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ2＞

  平成 年度 ＜テーマ2＞

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,171 実験材料等 2,171 試薬・材料・器具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 131 委託費 131 DNAシーケンス解析、論文校正

（　その他　　） 64 用品費 64 ポータブル溶存水素計

計 2,366 2,366

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,255 実験材料等 2,255 試薬・材料・部品・器具

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 96 委託費 96 DNAシーケンス解析

（　その他　　） 193 修理費等 193 装置再設置及び点検作業、遠心式濃縮機修理等

計 2,544 2,544

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0



（様式1）

法人番号 131002
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ3＞

  平成 年度 ＜テーマ3＞

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,087 ライセンス、研究用消耗品 1,087 MOEアカデミックライセンス、ハードディスク等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 158 委託費 158 Linuxサーバ構築作業

（　その他　　） 261 用品費、書籍 261 VAIO Pro 11/13(SVP1121A2J)一式、書籍

計 1,506 1,506

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 294 294 PRIMERGY TX100 S3 DB管理サーバ一式

図　　　　書 0 0

計 294 294

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,600 ライセンス、ソフト 1,600 MOEアカデミックライセンス、Linux更新ソフト

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 400 委託費 400 膜ﾀﾝﾊﾟｸ質解析ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「GRIFFIN」の移行・ｲﾝｽﾄｰﾙ

（　その他　　） 0 0

計 2,000 2,000

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式1）

法人番号 131002
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ3＞

  平成 年度 ＜テーマ4＞

  平成 年度 ＜テーマ4＞

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,485 ライセンス、ソフト 1,485 MOEアカデミックライセンス、Linux更新ソフト

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 59 成果発表等 59 学会成果発表旅費

報酬・委託料 184 委託費 184 膜タンパク質解析プログラムの環境設定

（　その他　　） 69 用品費、書籍 69 外付けポータブルSSD、書籍

計 1,797 1,797

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 503 503 大容量生命情報解析用の計算サーバー（MAC PRO)　一式　

計 503 503

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 25

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,908 実験材料等 2,908 試薬、器具、ガス、材料、有精卵、ラット等

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 28 委託費 28 DNAシーケンス解析

（　その他　　） 88 用品費、購読料 88 作業台ADBU-7545、 [CELL][NEURON]購読料

計 3,024 3,024

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,061 1,061 パラフィン伸展器(PS-53)、フェムトジェット

図　　　　書 0 0

計 1,061 1,061

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,714 実験材料等 2,714 試薬、器具、材料、有精卵、ラット等



（様式1）

法人番号 131002
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ4＞

  平成 年度 ＜テーマ5＞

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費 74 別刷り料 74 論文別刷り

旅費交通費 128 成果発表等 128 学会成果発表旅費

報酬・委託料 58 委託費 58 DNAシーケンス解析、英文校正

（　その他　　） 577 参加費、用品費、購読料 577 学会参加費、ホモジナイザーHG-200、 [CELL][NEURON]購読料

計 3,551 3,551

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,048 1,048 超低温フリーザー　(KM-DU34H1J)　一式

図　　　　書 0 0

計 1,048 1,048

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,091 実験材料等 4,091 試薬、器具、材料、有精卵、ソフト、ライセンス

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 169 成果発表等 169 学会成果発表旅費、研究打合せ旅費

報酬・委託料 169 委託費 169 DNAシーケンス解析、英文校正

（　その他　　） 661 修理費、用品費 661 オートクレーブLBS-32F修理、共焦点レーザー顕微鏡修理等

計 5,090 5,090

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 196 実験材料等 196 試薬、器具、材料等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 322 委託費 322 積分球クリーニング及び再校正

（　その他　　） 0 0



（様式1）

法人番号 131002
プロジェクト番号 S1311005

  平成 年度 ＜テーマ5＞

  平成 年度 ＜テーマ5＞

計 518 518

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,477 1,477 TS62-AHSYS　ホット＆コールドステージ一式

図　　　　書 0 0

計 1,477 1,477

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,739 実験材料等 1,739 試薬、器具、材料等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 0 0

（　その他　　） 0 0

計 1,739 1,739

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 756 756 蛍光分光測定装置用光ファイバアッセンブリ　一式

図　　　　書 0 0

計 756 756

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 228 実験材料等 228 試薬、材料、部品

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 285 成果発表等 285 学会成果発表旅費

報酬・委託料 0 0

（　その他　　） 0 0

計 513 513

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0
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設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,030 2,030 Nicolet iS5 FT-IR　本体　一式

図　　　　書 0 0

計 2,030 2,030

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 65 交通費 65 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会時交通費

報酬・委託料 87 謝礼費 87 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会謝礼

（　その他　　） 0 0

計 152 152

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 7 アルバイト 7 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会時アルバイト
（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 7 7

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 823 823 Milli-Q integral ｽﾀｰﾀｰｷｯﾄ　ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑ　ZRXQSTRTP　一式

図　　　　書 0 0

計 823 823

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 907 部品 907 装置部品

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 6 交通費 6 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会時交通費

報酬・委託料 67 謝礼費 67 異界面ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講演会謝礼

（　その他　　） 600 修理費 600 ﾘｱﾙﾀｲﾑPCRｼｽﾃﾑ　StepOne　修理

計 1,580 1,580

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0
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ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 65 交通費 65 異界面シンポジウム講演会時交通費

報酬・委託料 96 謝礼費 96 異界面シンポジウム講演会謝礼

（　その他　　） 1,419 修理費、工事費 1,419 単結晶X線構造解析装置修理、実験室ガス、電気工事等

計 1,580 1,580

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0
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プログラム及び評価報告書 



 

                             

 

 

 

 

 

 

 

青山学院大学理工学部附置 

 

先端技術研究開発センター 中間成果報告会 2015 
 

 

 

 

 

 

プログラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 3月 4日（金） 

 

 

会場：青山学院大学 相模原キャンパス Ｂ棟９階（ビューラウンジ） 

主催：青山学院大学 
 

 

 



 
 

 

 

      司会  長谷川 美貴 

 

 

 
 １０：００～１０：０５   開会の挨拶     澤邊厚仁（先端技術研究開発センター所長） 

 

 １０：０５～１０：１０    学部長挨拶     橋本 修（青山学院大学 理工学部長） 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 
 

                                

１０：１０～１１：１０ 

 

■ 文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

プロジェクト名：「細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成」 

 

発表者：宮野 雅司（研究代表者、化学・生命科学科 教授） 

                    平田 普三（化学・生命科学科 教授） 

                    長谷川美貴（化学・生命科学科 教授） 

                         

 

１１：１０～１１：３０ 

 

■ 外部資金による研究プロジェクト 

プロジェクト名：「実働分子マシン」 

 

発表者：阿部 二朗（研究代表者、化学・生命科学科 教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１：３０～１２：３０   休 憩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

司会  黄 晋二 

第２部 
 

 

１２：３０～１３：３０ 
 

■ 文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

プロジェクト名：「炭素材料科学の新展開  

－希少元素フリーで環境に優しい次世代炭素材料の開発－」 

            

                 発表者：澤邊 厚仁（研究代表者、電気電子工学科 教授） 

古川 信夫（物理・数理学科 教授） 

                     黄  晋二（電気電子工学科 准教授） 

 

１３：３０～１３：５０ 
                           

■ 外部資金による研究プロジェクト 

プロジェクト名：「エピタキシャルダイヤモンド基板生産技術開発プロジェクト」 

 

                 発表者： 田 英雄（並木精密宝石株式会社NJC研究所 所長） 

 

１４：００～１５：３０   ポスターセッション 〔会場：Ｂ棟９Ｆラウンジ〕 

１５：３０～１６：００   コーヒーブレイク 
 

 

 

第３部 
 

 

１６：００～１６：４０ プロジェクト講評 

 

■  評価委員 

 

（内部評価委員） 

物理・数理学科     吉田 篤正  

化学・生命科学科    田邉 一仁  

電気電子工学科     渕  真悟  

機械創造工学科     林  光一  

経営システム工学科   栗原 陽介  

情報テクノロジー学科  佐久田博司  

 

（外部評価委員） 

           東京大学大学院工学研究科  加藤 隆史 

東京大学大学院薬学研究科   清水 敏之 

           理化学研究所           小林 俊秀（評価委員長） 

           東京大学生産技術研究所   光田 好孝（評価副委員長） 

           関西学院大学理工学部       鹿田 真一 

           大阪大学大学院基礎工学研究科 宮坂 博  

 

 

１６：４０～１６：４５  閉会の挨拶     宮野 雅司 （プロジェクト委員長） 
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先端技術研究開発センター 中間成果報告会 2015 

 

 

日時：2016年 3月 4日（金） 

場所：青山学院大学相模原キャンパス Ｂ棟９階（ビューラウンジ） 

 

 

（外部評価委員） 

東京大学大学院工学研究科   加藤 隆史 

東京大学大学院薬学研究科    清水 敏之 

理化学研究所          小林 俊秀（委員長）  

東京大学生産技術研究所     光田 好孝（副委員長）  

関西学院大学理工学部      鹿田 真一 

大阪大学大学院基礎工学研究科  宮坂 博 

 

（内部評価委員） 

物理・数理学科         吉田 篤正 

化学・生命科学科        田邉 一仁 

電気電子工学科         渕  真悟 

機械創造工学科         林  光一 

経営システム工学科       栗原 陽介 

情報テクノロジー学科      佐久田博司 
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青山学院大学理工学部附置先端技術研究開発センター中間成果報告会 

評価報告書 

 

（１）はじめに 

 青山学院大学理工学部附置先端技術研究開発センター (Center for Advanced Technology)

（所長：澤邊厚仁教授）においては、現在二つの文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支

援事業「細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成」（代表：宮野雅司教授）

および「炭素材料科学の新展開－希少元素フリーで環境に優しい次世代炭素材料の開発－」

（代表：澤邊厚仁教授）が進行している。また、外部資金による研究プロジェクト「実働分

子マシン」「エピタキシャルダイヤモンド基板生産技術開発プロジェクト」が推進されている。

平成 28 年 3 月 4 日（金）に、先端技術研究開発センター報告会 2015 が相模原キャンパスに

おいて開催され、外部評価委員 6名（委員長を含む）、および、内部評価委員 6名からなる委

員会において、評価および講評が行われた。ここに、その評価結果を報告する。 

 

（２）総合評価 

 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「細胞膜の異質界面における分子理解と

新機能創成基盤の形成」（代表：宮野雅司教授）は 6つの研究室により構成されている。膜タ

ンパク質の結晶化からモデル生物の動態、新規錯体プローブの開発にまたがる独創的な研究

が展開されており、「私立大学における先端的な研究基盤の形成強化」「我が国の科学技術の

進展に資すること」という支援事業の目的に沿った優れた研究が各グループにおいて進行し

ていると言える。しかしながら今回の発表からは「細胞膜の異質界面」とは何か、どのよう

なゴールを設定しているのかが見えにくかった。研究内容は研究対象、研究のアプローチと

もに非常にブロードで興味深いものであるが、研究の背景、研究の現在の位置づけについて

の説明がほしかった。現時点では研究テーマである「細胞膜の異質界面における分子理解と

新機能創成基盤の形成」のシードとしては大変興味深いものが多く、今後の分子理解に向け

て期待がもたれる。本研究プロジェクトは共同研究を活発に行うことでシナジー効果が期待

される。今後情報交換、共同研究を活発に進め、研究を発展させてほしい。 

 外部資金による「実働分子マシン（代表：阿部二朗教授）」ではさまざまな独自のフォトク

ロミック分子の開発が順調に進められており、論文発表の内容も素晴らしいものである。今

後はこれらの分子の応用が期待される。 

 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「炭素材料科学の新展開－希少元素フリ

ーで環境に優しい次世代炭素材料の開発－」（代表：澤邊厚仁教授）は 8つの研究室により構

成されている。ダイヤモンド、グラファイトなどの旧来の同素体からグラフェンのような新

規炭素材料にわたる幅広い炭素材料に関する独創的な研究が活発に行われており、この支援

事業でも「私立大学における先端的な研究基盤の形成強化」「我が国の科学技術の進展に資す

ること」という事業目的に沿った優れた研究が各グループにおいて進行していると言える。

個々の炭素材料の研究テーマには、産業としての実用化に近いもの、学術的に意義のあるも

のなどがあり、バリエーション豊富な炭素材料を幅広く取り扱う意欲的な取り組みではある。

しかし、全ての同素体を包括した「炭素材料科学の新展開」という学術分野としての展開は

何か、全体としての最終目標は見えにくい。従前の支援事業の「希少元素フリー」や「環境
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に優しい」といった概念に引きずられすぎているように感じられ、「炭素材料科学の新展開」

を真に目指した最終目標の再設定をすべきと思われる。炭素材料という研究分野では、単純

でありながら化学的には奥深い構造を持つ材料であるがために、同じ炭素材料であっても互

いに理解していないことも往々にして起こりがちである。今後、情報交換、共同研究、若手

の交流を活発に進め、「学術分野」としての発展を期待する。 

 外部資金による「エピタキシャルダイヤモンド基板生産技術開発プロジェクト（代表：澤

邊厚仁教授）」では、大学で生まれた技術シーズを基に実用化に向けた産学連携研究が進めら

れている。独自のアイデアを用いた技術開発が行われており、真の意味での産業化となるこ

とを期待する。 

 

（３）個別評価 

（３－１）支援事業：細胞膜の異質界面における分子理解と新機能創成基盤の形成 

１）宮野グループ 

 比較的困難な膜タンパクの構造決定などを基盤技術として、タンパクの機能と界面の効果

を、分子レベルから解明しようという研究と見受けられる。βラクタマーゼは膜タンパク質

ではないが薬剤耐性の原因にもなっている酵素であり、その構造科学的な知見は意義深い。

着実に研究が進んでいると思われるが、このプロジェクトとしては中心に位置する課題でも

あるので、積極的に他グループとの強い連携を行い、一層の研究進展を行うことで、このプ

ロジェクトをリードしていただきたい。 

２）平田グループ 

 実際の生物を対象とし、その応答（行動）機構の解明を分子レベルから行うことを目的と

した研究と見受けられる。遺伝子操作が容易なモデル生物を用いた研究によって、ヒトの疾

病の原因遺伝子を同定した研究は大変興味深く高く評価できる。質の高い研究結果が示され

ており、グループとしての研究は十分に高い評価に値する。この研究プロジェクトの中では、

対象がもっとも大きい（生物としての応答）研究テーマであり、プロジェクト全体に対して

も積極的に、共同研究提案を行い、全体の発展にも寄与することを期待する。 

３）長谷川グループ 

 発光性希土類錯体の合成と物性研究を行うグループであり、新たな特性を持つ発光物質が

合成されている。これらの新物質を異質界面のプローブとして用いるためには、新物質の物

性の環境依存性を、分子レベルからナノ、メゾスコピピックレベルの大きさでスケールして

理解することが重要と考えられる。これらの基礎過程の解明を通して、本研究プロジェクト

の進展に寄与することが期待される。 

（３－２）外部資金プロジェクト：実働分子マシン 

 分子の性質を超えて、分子集合の協同的な光応答を目指しており、魅力的なものと判断で

きる。阿部二朗教授は多数の新分子を開発し、系統的に研究を展開しており、順調に展開し

ており、今後の集団応答への応用が期待できる。 

（３－３）支援事業：炭素材料科学の新展開 

１）澤邊グループ 

 低欠陥・低歪みのヘテロエピタキシャルダイヤモンド膜を作製する技術開発を行うグルー

プである。成長時の核発生領域を制御することにより、欠陥の低減にある程度成功するなど、
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薄膜成長論に基づく欠陥低減技術の開発に成果を収めている。後述する外部資金プロジェク

トとの相互フィードバックにより、実用レベルの低欠陥・低歪みダイヤモンド膜の作製技術

が開発されることを期待する。 

２）下山グループ 

 軽元素を含む高温超伝導体の開発を行うグループであり、従前の支援事業からの継続テー

マである。軽元素超伝導体の元素置換により、結晶内の共有結合の電子構造を変化させ超伝

導特性への影響を丹念に調査しており、特異な特性を持った高温超伝導体の開発に結びつけ

ようとしている。これまでの成果を統合して、共有結合性ネットワーク構造の理解を深める

ことにより、新たな高温超伝導物質の発見に繋がる可能性があると思われる。 

３）橋本グループ 

 グラファイトを含む高誘電材料によるミリ波帯の電波吸収体を開発するグループであり、

自動車用ミリ波レーダーに用いられる材料開発として実用化を目指した研究が進展している。

自動車の自動運転を含めた ITS においての基幹的な材料の開発であり、近未来での実用化が

望まれる。 

４）阿部グループ 

 グラファイトの反磁性と光熱変換特性を利用した磁気浮上アクチュエーターの運動制御を

目指した研究グループであり、レーザー光を用いた運動制御に成功している。旧来の材料の

もつ物性を機能化へ繋げるアイデアは秀逸であり、今後の発展が期待される。 

５）黄・春山グループ 

 グラフェンや CNT のような新奇な炭素材料の作製と実用化に向けた量子物性探索を行う

グループであり、ダイヤモンドの Ir 上へのヘテロエピタキシャル成長で用いられる技術を転

用したグラフェン成長、ナノ加工技術を施したグラフェンの強磁性発現などの成果をあげて

いる。これら新奇な炭素材料では、まだ不確定な物性もあり、今後の展開が期待される。 

６）その他のグループ 

 上記の各グループでは、炭素の同素体を個別に扱っているが、上記以外のグループの研究

では、同素体間の差異をつなぐことができるような物性測定法の開発や材料内の電子状態の

シミュレーションなどの研究が行われている。これらは、本支援事業全体を「炭素材料科学

の新展開」として昇華させていくに不可欠な要素として考えることができ、今後の各グルー

プの研究成果の統合において重要となると考えられる。 

（３－４）外部資金プロジェクト：ダイヤモンド基板生産技術開発 

 ダイヤモンド半導体技術の基盤となるダイヤモンドウエハ（基板）の大型化を目指した産

業術開発が行われており、近い将来の実用化が大いに期待できる状況にある。独自のアイデ

アと技術により課題となるウエハ歪みへの対処が行われており、順調に進捗していると考え

られる。技術へのフィードバックが期待されるため、なるべく早い時期に、参入しやすい市

場へのトライアルを開始することを提案する。これにより、さらなる改良を施した実用性の

高い大面積ダイヤモンドウエハの実現に成功するものと信ずる。 

 

（４）今後への要望 

 バイオ関連分野では、計算科学、計測、化学合成、構造生物学、生体機能解析などの、多

くの分野のグループの間を線でつなぐ形の共同研究のみではなく、全体の連携効果が明示で
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きるプロジェクトとしての明確な目標設定が、必要と思われる。 

 無機材料分野でも、ダイヤモンド、グラファイト、グラフェンなどの炭素の同素体に関す

る多くの分野が個別で研究を進めているように感じられ、個別の炭素材料分野の新展開とい

う縦串だけではなく、「炭素材料科学」という学問分野として新展開を実現できるような横串

の設定が、必要不可欠と思われる。 

 このために、どちらの支援事業においても、全体のグループミーティングなどの情報交換

の場を持ち、代表者の積極的なリーダーシップを発揮されることも有効と思われる。また、

大学院生も含めた若手研究者の交流を促すことにより、自らが対象としている研究材料や技

術にとらわれることなく、幅広い分野を包括的に俯瞰できる能力をもった若手研究者を育て

ることにも、留意すべきであると考える。 
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